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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白色の不織布からなる液透過性の表面シートと、
　前記表面シートと対向する位置に設けられた、液不透過性の裏面シートと、
　前記表面シートと前記裏面シートとの間に設けられた吸収体とを備える吸収性物品であ
って、
　前記表面シートの非肌当接面側に、前記表面シートを透過して視認可能であり、白色以
外の色に着色された着色要素をさらに備え、
　前記表面シートは、厚さ方向に突出する複数の凸部と、厚さ方向に窪んでいる複数の凹
部とを有し、
　前記凸部の目付けは、前記凹部の目付けよりも高く、
　前記表面シートの前記凸部を透過して見える前記着色要素の色と前記表面シートの前記
凹部を透過して見える前記着色要素の色との間の色差が２．８以上である吸収性物品。
【請求項２】
　前記凸部の側面の領域の目付けは、前記凸部の他の領域の目付けよりも高い請求項１に
記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記吸収体は、前記吸収体の吸収部材を被覆する被覆シートを有し、
　前記着色要素は、前記被覆シートの少なくとも一部である請求項１または２に記載の吸
収性物品。
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【請求項４】
　前記表面シートと前記吸収体との間に設けられたセカンドシートとを備え、
　前記着色要素は、前記セカンドシートである請求項１または２に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記着色要素は、前記表面シートを前記吸収体に接着させるための接着剤であり、
　前記接着剤は、前記表面シートの非肌当接面の前記表面シートの凹部に対向する位置の
みに設けられ、
　前記接着剤が設けられている領域の、前記吸収性物品の幅方向の間隔が、凹部の幅より
も小さい請求項１または２に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記表面シートの前記複数の凸部および前記複数の凹部は長手方向に延び、幅方向に交
互に並んでいる請求項１～５のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　請求項６に記載の吸収性物品は使い捨ておむつであり、
　前記表面シートの胴周り領域のうちの幅方向の中央の領域に前記表面シートの凸部およ
び凹部の延びる方向と同じ方向に延びる縞模様を表示し、
　前記縞模様は前記着色要素の色と同系色であり、
　前記縞模様は、前記表面シートの胴周り領域のうちの幅方向の中央の領域の非肌当接面
に、白色以外の色に着色された弾性部材を設けることによって表示される使い捨ておむつ
。
【請求項８】
　白色の不織布からなる液透過性の表面シートと、
　前記表面シートと対向する位置に設けられた、液不透過性の裏面シートと、
　前記表面シートと前記裏面シートとの間に設けられた吸収体とを備える使い捨ておむつ
であって、
　前記表面シートと前記吸収体との間に、白色以外の色に着色されたセカンドシートをさ
らに備え、
　前記表面シートは、厚さ方向に突出する複数の凸部と、厚さ方向に窪んでいる複数の凹
部とを有し、
　前記凸部の目付けは、前記凹部の目付けよりも高く、
　前記セカンドシートは、前記吸収体の面方向の領域の一部の領域に設けられ、
　前記表面シートの前記凸部を透過して見える前記セカンドシートの色と前記表面シート
の前記凹部を透過して見える前記セカンドシートの色との間の色差が２．８以上であり、
　前記セカンドシートが設けられている面方向の領域は、男性用と女性用とで異なる使い
捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性物品および使い捨ておむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　吸収性物品の強化された機能の存在を消費者に伝達するために、トップシートと吸収性
コアとの間に配置された挿入物に着色部分を設けた吸収性物品が従来技術として知られて
いる（たとえば、特許文献１）。この吸収性物品では、着色部分は、第１の色調と第２の
色調とを少なくとも有し、第１の色調の領域の中に第２の色調を表示することによって、
吸収性物品内に深みの知覚を創り出している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００５－５１２６８２号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の吸収性物品では、吸収性物品の表面シートの肌当接側の表面形状に
特徴を持たせた場合、その表面形状に合わせて、少なくとも２つの色調を有する着色部分
を形成することが難しい場合がある。また、表面形状に合わせた少なくとも２つの色調を
有する着色部分を着色部分に形成することができなかったため、実際の吸収性物品の表面
シートの肌当接側の表面形状と異なった表面形状の印象を使用者に与えてしまう場合があ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するため、以下の構成を採用した。
　すなわち、本発明は、白色の不織布からなる液透過性の表面シートと、表面シートと対
向する位置に設けられた、液不透過性の裏面シートと、表面シートと裏面シートとの間に
設けられた吸収体とを備える吸収性物品であって、表面シートの非肌当接面側に、表面シ
ートを透過して視認可能であり、白色以外の色に着色された着色要素をさらに備え、表面
シートは、厚さ方向に突出する複数の凸部と、厚さ方向に窪んでいる複数の凹部とを有し
、凸部の目付けは、凹部の目付けよりも高く、表面シートの凸部を透過して見える着色要
素の色と表面シートの凹部を透過して見える着色要素の色との間の色差が２．８以上であ
る。
　本発明の使い捨ておむつは、表面シートの胴周り領域のうちの幅方向の中央の領域に表
面シートの凸部および凹部の延びる方向と同じ方向に延びる縞模様を表示し、縞模様は着
色要素の色と同系色であり、縞模様は、表面シートの胴周り領域のうちの幅方向の中央の
領域の非肌当接面に、白色以外の色に着色された弾性部材を設けることによって表示され
る。
　本発明の他の使い捨ておむつは、白色の不織布からなる液透過性の表面シートと、表面
シートと対向する位置に設けられた、液不透過性の裏面シートと、表面シートと裏面シー
トとの間に設けられた吸収体とを備える使い捨ておむつであって、表面シートと吸収体と
の間に、白色以外の色に着色されたセカンドシートをさらに備え、表面シートは、厚さ方
向に突出する複数の凸部と、厚さ方向に窪んでいる複数の凹部とを有し、凸部の目付けは
、凹部の目付けよりも高く、セカンドシートは、吸収体の面方向の領域の一部の領域に設
けられ、表面シートの凸部を透過して見えるセカンドシートの色と表面シートの凹部を透
過して見えるセカンドシートの色との間の色差が２．８以上であり、セカンドシートが設
けられている面方向の領域は、男性用と女性用とで異なる。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、吸収性物品の表面シートの肌当接側の凹凸を的確に強調することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態の吸収性物品を説明するための図である。
【図２】図２は、厚さ方向に突出する複数の凸部と厚さ方向に窪んでいる複数の凹部とを
表面シートに形成するための方法を説明するための図である。
【図３】図３は、表面シートを通して視認される上被覆シートを説明するための図である
。
【図４】図４は、本発明の第２の実施形態の吸収性物品を説明するための図である。
【図５】図５は、本発明の第３の実施形態の吸収性物品を説明するための図である。
【図６】図６は、本発明の第１の実施形態の吸収性物品の変形例を説明するための図であ
る。
【図７】図７は、本発明の実施形態の変形例を説明するための図である。
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【発明を実施するための形態】
【０００８】
－第１の実施形態－
　以下、図を参照して本発明の第１の実施形態の吸収性物品を説明する。本発明の第１の
実施形態の吸収性物品は、使い捨てのおむつである。
　図１は、本発明の第１の実施形態の吸収性物品を説明するための図である。図１（ａ）
は、本発明の第１の実施形態における吸収性物品の平面図であり、図１（ｂ）は、本発明
の第１の実施形態における吸収性物品のＡ－Ａ断面の概略図である。第１の実施形態にお
ける吸収性物品１Ａは、着用者におむつを着用させたときに着用者の下腹部を覆う前胴周
り領域１２と、着用者におむつを着用させたときに着用者の股下を覆う股下領域１４と、
着用者におむつを着用させたときに着用者の臀部を覆う後胴周り領域１６とに分けること
ができる。図１（ａ）では、吸収性物品１Ａの長手方向がｙ軸であり、長手方向に直交す
る幅方向がｘ軸方向である。また、図１（ａ）では、ｘｙ方向が面方向である。
【０００９】
　吸収性物品１Ａは、矩形形状の幅方向にある２辺に湾曲した切り欠き部２２を有するシ
ャーシ２０と、シャーシ２０の幅方向側の両方の領域の上に設けられ、シャーシ２０の切
り欠き部２２と端縁が同じ形状の切り欠き部３２を有するフラップ部３０と、シャーシ２
０の幅方向の中央の領域の上に設けられた裏面シート４０と、裏面シート４０の上に設け
られた吸収体５０Ａと、吸収体５０Ａの上に設けられた表面シート６０とを備える。シャ
ーシ２０およびフラップ部３０の２つの切り欠き部２２，３２により、着用者の足周りの
開口部が形成される。シャーシ２０およびフラップ部３０の２つの切り欠き部２２，３２
の間に挟まれる吸収性物品１Ａの領域が股下領域１４に相当し、２つの切り欠き部２２，
３２の間に挟まれる領域の長手方向側に隣接する一方の領域が前胴周り領域１２に相当し
、他方の領域が後胴周り領域１６に相当する。シャーシ２０の幅方向側の端部近傍とフラ
ップ部３０の幅方向側の端部近傍との間には吸収性物品１Ａの長手方向延びる伸縮材７０
が設けられている。また、フラップ部３０の吸収性物品１Ａの中央側の端部近傍にも吸収
性物品１Ａの長手方向に延びる伸縮材８０が設けられている。
【００１０】
　シャーシ２０は、吸収性物品１Ａの本体の外形を形成する。着用時の蒸れを防止するた
めに、シャーシ２０には、通気性を有する不織布やプラスチックフィルムなどが使用され
る。フラップ部３０は、着用者の足周りならびに下腹部および臀部の両脇を覆う。フラッ
プ部３０には、疎水性の不織布が使用される。シャーシ２０とフラップ部３０との間に設
けられている伸縮材７０により、吸収性物品１Ａの足周りのフィット性を良好にする。ま
た、フラップ３０の吸収性物品１Ａの中央側の端部近傍に設けられている伸縮材８０の収
縮力によって、フラップ部３０の中央側が立ち上がり、吸収性物品１Ａの股下領域１４の
幅方向の箇所から尿や軟便が漏れるのを防止するための防漏壁３４が形成される。伸縮材
７０，８０には、たとえば、天然ゴム、合成ゴム、スパンデックスのような弾性繊維など
が用いられる。
【００１１】
　裏面シート４０は、尿を透過しない液不透過性シートであり、排出された尿が外に漏れ
ないようにするために設けられている。裏面シート４０には、たとえば、防水処理を施し
た不織布、ポリエチレンなどから構成されるプラスチックフィルム、不織布とプラスチッ
クフィルムとの複合材料などが用いられる。
【００１２】
　吸収体５０Ａは、着用者の尿を吸収し保持する。たとえば、吸収体５０Ａは、粉砕パル
プ、高吸収性ポリマー、親水性シートなどの吸収部材５１と、吸収部材を包み込むティッ
シュペーパまたは親水化処理を行った不織布などの被覆シート５２Ａ，５３とから主に構
成される。被覆シート５２Ａ，５３には、吸収部材５１の表面シート６０側の面を覆う上
被覆シート５２Ａと、吸収部材５１のその他の面を覆う下被覆シート５３とがある。上被
覆シート５２Ａは、白色以外の色、たとえば、青色、緑色などの有彩色、灰色などに着色
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されている。被覆シート５２Ａ，５３は、吸収部材５１とホットメルト型接着剤などの接
着剤で接着されていてもよい。接着剤は、スパイラル塗工、カーテン塗工などにより吸収
部材５１または被覆シート５２Ａ，５３に塗布される。
【００１３】
　表面シート６０は、着用者の尿を素早く吸収して吸収体５０Ａに移行させる液透過性の
シートである。表面シート６０は着用者の肌と接触するため、肌触りがよいこと、および
皮膚への安全性が要求される。表面シート６０の着用者の肌と接する面を以下、肌当接面
と呼び、肌当接面の反対側の面を非肌当接面と呼ぶ。また、表面シート６０は、吸収体に
吸収された尿を逆戻りさせないことも必要である。着用者の尿を素早く吸収して吸収体５
０Ａに移行させるために、表面シート６０は、ホットメルト型接着剤などの接着剤を使用
して吸収体５０Ａと接着している。接着剤による液透過性の減少を抑制するために、接着
剤は筋状コータ塗工により表面シート６０または上被覆シート５２Ａに塗布される。表面
シート６０の非肌当接面側に設けられている着色させた上被覆シート５２Ａは、表面シー
ト６０を透過して視認可能である。表面シート６０は、厚さ方向に突出し、長手方向に延
びる複数の凸部６１と、厚さ方向に窪み、長手方向に延びている複数の凹部６２とを有す
る不織布である。隣接する凸部６１の頂点間の距離は、たとえば、４ｍｍである。複数の
凸部６１および複数の凹部６２は幅方向に交互に並んでいる。表面シート６０に用いられ
る不織布は、繊維同士の交点が熱融着される繊維を含む。このような繊維には、たとえば
、熱可塑性ポリマー材料からなる繊維があり、ポリエチレンおよびポリプロピレンなどの
ポリオレフィン、ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル、ポリアミドなどがあ
る。また、このような繊維に、複数の熱可塑性ポリマー材料の組み合わせからなる芯鞘型
やサイド・バイ・サイド型の複合繊維を使用してもよい。
【００１４】
　表面シート６０の色は白色である。この表面シート６０の白色には、厳密な白色以外に
色みを帯びている白色も含まれる。なお、この明細書に記載される「白色」も厳密な白色
以外に色みを帯びている白色も含む。
【００１５】
　次に、図２を参照して、厚さ方向に突出する複数の凸部６１と、厚さ方向に窪んでいる
複数の凹部６２とを表面シート６０に形成するための方法の一例を説明する。図２（ａ）
は、不織布を作製するために形成されたウエブに凸部および凹部を形成する工程を説明す
るための図であり、図２（ｂ）は、凸部及び凹部が形成されたウエブの幅方向（ＣＤ）の
断面を示す図である。カード機などのウエブ形成手段によって形成されたウエブ２１０は
サンクションドラム２２０に搬送される。そして、吹き出し部２３０のノズルから、加熱
された流体流２３１を吹き付けてウエブ２１０の一部をかき分け、凸部２１１および凹部
２１２をウエブ２１０に形成する。流体流２３１により、ウエブ２１０の進行方向である
機械方向（ＭＤ）と直交する幅方向（ＣＤ）にかき分けられた繊維は、凸部２１１、とく
に凸部２１１の側面２１３に集まる。したがって、凸部２１１には、凹部２１２に相当す
る領域の繊維が堆積されるため、凸部２１１、とくに凸部２１１の側面２１３の目付けは
高くなる。また、流体流２３１によって繊維が幅方向（ＣＤ）に飛ばされたので、凹部２
１２の目付けは低い。
【００１６】
　吹き出し部２３０から吹き出される流体流２３１は、空気や水蒸気のような気体であっ
てもよいし、水などの液体であってもよい。また、気体に固体もしくは液体の微粒子が含
まれるエーロゾルでもよい。
【００１７】
　次に、図３を参照して、表面シート６０を通して視認される上被覆シート５２Ａについ
て説明する。図３（ａ）は、表面シート６０と表面シート６０の非肌当接側に設けられた
上被覆シート５２Ａとの断面図であり、図３（ｂ）は、表面シート６０を透過して見える
上被覆シート５２Ａを説明するための図である。表面シート６０の凹部６２の底の領域３
１０では、表面シート６０の厚みが薄くなっており、また目付けも低くなっているので、
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表面シート６０を透過して上被覆シート５２Ａはよく見える。したがって、表面シート６
０の凹部６２の底の領域３１０は、上被覆シート５２Ａに着色された色が濃く見える。表
面シート６０の凸部６１の側面の領域３２０では、表面シート６０の厚みはあまり厚くな
いものの、目付けは高いので、表面シート６０を透過して上被覆シート５２Ａはよく見え
ない。したがって、表面シート６０の凸部６２の側面の領域３２０は、上被覆シート５２
Ａに着色された色が薄く見えるか、白色に見える。表面シート６０の凸部６１の頂部の領
域３３０では、表面シート６０の厚みが厚く、目付けも高いので、表面シート６０を透過
して上被覆シート５２Ａはよく見えない。したがって、表面シート６０の凸部６２の頂部
の領域３３０は、上被覆シート５２Ａに着色された色が薄く見えるか、白色に見える。
【００１８】
　表面シート６０の凸部６１を透過して見える上被覆シート５２Ａの色と表面シート６０
の凹部６２を透過して見える上被覆シート５２Ａの色との間の色差が２．８以上あること
が好ましい。表面シート６０の凸部６１を透過して見える上被覆シート５２Ａの色と表面
シート６０の凹部６２を透過して見える上被覆シート５２Ａの色との間の色差が２．８よ
りも小さいと、表面シート６０の凸部６１を透過しての上被覆シート５２Ａの色と、表面
シート６０の凹部６２を透過しての上被覆シート５２Ａの色との区別が肉眼による観察で
はつかない場合がある。また、表面シート６０の凸部６１を透過しての上被覆シート５２
Ａの見え方と表面シート６０の凹部６２を透過しての上被覆シート５２Ａの見え方との差
異が小さく、表面シート６０の凸部６１および凹部６２の視認性が色の差異によってもあ
まり向上しない。
【００１９】
　表面シート６０のうち、凸部６１の面積の割合は、５０～７０％であることが好ましく
、６５～７５％であることがさらに好ましい。また、凹部６２の面積の割合は、２５～５
０％であることが好ましく、２５～３５％であることがさらに好ましい。このような凸部
６１および凹部６２の面積の割合の場合、表面シート６０を透過して上被覆シート５２Ａ
が見えることにより、とくに表面シート６０の凹凸が強調される。
【００２０】
　以上の本発明の第１の実施形態の吸収性物品１Ａでは、次のような作用効果が奏する。
（１）白色の不織布からなる液透過性の表面シート６０と、表面シートと対向する位置に
設けられた、液不透過性の裏面シート４０と、表面シート６０と裏面シート４０との間に
設けられた吸収体５０Ａとを備える吸収性物品１Ａであって、表面シート６０の非肌当接
面側に、表面シート６０を透過して視認可能であり、白色以外の色に着色された上被覆シ
ート５２Ａをさらに備え、表面シート６０は、厚さ方向に突出する複数の凸部６１と、厚
さ方向に窪んでいる複数の凹部６２とを有し、複数の凸部６１および複数の凹部６２は長
手方向に延び、幅方向に交互に並んでおり、凸部６１の目付けは、凹部６２の目付けより
も高く、表面シート６０の凸部６１を透過して見える上被覆シート５２Ａの色と表面シー
ト６０の凹部６２を透過して見える上被覆シート５２Ａの色との間の色差が２．８以上で
あるようにした。これにより、吸収性物品１Ａの表面シート６０の肌当接側の凹凸６１，
６２を的確に強調することができる。そして、吸収性物品１Ａの表面シート１Ａの表面の
強化された機能の存在を使用者にすぐわかるように伝達することができる。また、吸収性
物品１Ａにストライプ状の模様を付与することができるので、吸収性物品１Ａをデザイン
的にも優れたものにすることができる。また、吸収性物品１Ａの使用後、表面シート６０
の凸部６１は、被覆シート５２Ａが透過して見える凹部６２に比べて白く、立体的に見え
る。このため、着用者の肌に直接接していた部分が白色で汚れが少ないことを使用者に認
識させることができ、清潔感の高い印象を使用者に与えることができる。
【００２１】
（２）凸部６１の側面の領域の目付けは、凸部６１の他の領域の目付けよりも高くなるよ
うにした。これにより、凸部６１と凹部６２との間の境界付近で、表面シート６０の凸部
６１を透過して見える上被覆シート５２Ａの色と表面シート６０の凹部６２を透過して見
える上被覆シート５２Ａの色と違いが大きくなる。
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【００２２】
（３）表面シート６０の非肌当接面側に吸収体５０Ａを備え、吸収体５０Ａの吸収部材５
１は被覆シート５２Ａ，５３によって包まれ、被覆シート５２Ａ，５３の少なくとも一部
５２Ａが白色以外の色で着色されるようにした。これにより、表面シート６０の肌当接面
における吸収体５０Ａが存在する領域のみの凹凸６１，６２を強調することができ、使用
者は、吸収体５０Ａが存在する領域を容易に把握できる。また、表面シート６０の肌当接
面における吸収体５０Ａが存在する領域のみの凹凸６１，６２を強調することによって、
吸収性物品１Ａは非常に高い吸収能力があることを使用者に印象づけることができる。
【００２３】
－第２の実施形態－
　以下、図を参照して本発明の第２の実施形態の吸収性物品を説明する。本発明の第２の
実施形態の吸収性物品も、使い捨てのおむつである。
　図４は、本発明の第２の実施形態の吸収性物品を説明するための図である。図４（ａ）
は、本発明の第２の実施形態における吸収性物品の平面図であり、図４（ｂ）は、本発明
の第２の実施形態における吸収性物品のＢ－Ｂ断面の概略図である。また、図４（ａ）で
は、吸収性物品１Ｂの長手方向がｙ軸であり、長手方向に直交する幅方向がｘ軸方向であ
り、ｘｙ方向が面方向である。第２の実施形態における吸収性物品１Ｂの構成要素のうち
、第１の実施形態における吸収性物品１Ａの構成要素と同様の構成要素には、同一の符号
を付し、第１の実施形態における吸収性物品１Ａと異なる部分を主に説明する。第２の実
施形態の吸収性物品１Ｂは、表面シート６０と吸収体５０Ｂとの間にセカンドシート９０
Ｂを有する。
【００２４】
　吸収性物品１Ｂは、シャーシ２０と、フラップ部３０と、裏面シート４０と、裏面シー
ト４０の上に設けられた吸収体５０Ｂと、吸収体５０Ｂの上に設けられたセカンドシート
９０Ｂと、セカンドシート９０Ｂの上に設けられた表面シート６０とを備える。
【００２５】
　吸収体５０Ｂにおいて吸収部材５１の表面シート６０側の面を覆う上被覆シート５２Ｂ
は、第１の実施形態の吸収性物品１Ａの上被覆シート５２Ａと異なり、着色されていない
。
【００２６】
　セカンドシート９０Ｂは、表面シート６０に排出された着用者の尿を拡散させたり、吸
収性物品１Ｂの肌当接面のクッション性を上げたりするために使用される。セカンドシー
ト９０Ｂには、親水性で液透過性の材料、たとえば、織布、不織布、多孔性プラスチック
、フラッフパルプなどを使用することができる。セカンドシート９０Ｂは、白色以外の色
、たとえば、青色、緑色などの有彩色、灰色などに着色されている。
【００２７】
　セカンドシート９０Ｂは、吸収体５０Ｂの面方向の領域の一部の領域に設けられる。た
とえば、図４（ａ）に示すように、セカンドシート９０Ｂは、吸収性物品１Ｂの、着用者
の尿の排出口に対応する位置（排尿ポイント）及びその周辺の領域（吸収ゾーン）、すな
わち、吸収体５０Ｂの面方向の領域の前胴周り領域１２側の領域に設けられる。したがっ
て、男性用の吸収性物品１Ｂと女性用の吸収性物品１Ｂとでは吸収ゾーンの領域は異なる
ので、男性用の吸収性物品１Ｂと女性用の吸収性物品１Ｂとではセカンドシート９０Ｂが
設けられる領域も異なる。すなわち、男性用の吸収性物品１Ｂのセカンドシート９０Ｂが
設けられている領域は、女性用の吸収性物品１Ｂのセカンドシート９０Ｂが設けられてい
る領域に比べて前胴周り領域１２側に寄っている。また、表面シート６０の吸収ゾーンの
領域のみが、表面シート６０の肌当接面側の凹凸６１，６２が強調されているので、使用
者は吸収ゾーンを容易に認識することができる。セカンドシート９０Ｂが設けられている
領域の表面シート６０は、セカンドシート９０Ｂが設けられていない領域に比べて、嵩が
大きくなる。
【００２８】
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　着用者の尿を素早く吸収して吸収体５０Ｂに移行させるために、セカンドシート９０Ｂ
は、ホットメルト型接着剤などの接着剤を使用して表面シート６０および吸収体５０Ｂと
接着している。また、表面シート６０よりも目付けが高く、密度の高い材料をセカンドシ
ート６０Ｂに用いることによって、表面シート６０からセカンドシート９０Ｂへの液移行
性を良好にすることができる。
【００２９】
　セカンドシート９０Ｂは、ホットメルト型接着剤などの接着剤を使用して吸収体５０Ｂ
に接着されている。接着剤は、スパイラル塗工、カーテン塗工などによりセカンドシート
９０Ｂまたは吸収体５０Ｂに塗布される。
【００３０】
　表面シート６０に排出された尿はセカンドシート９０Ｂを通過し、吸収体５０Ｂに吸収
される。したがって、表面シート６０およびセカンドシート９０Ｂには、尿が残らないの
で、尿の色によって、表面シート６０およびセカンドシート９０Ｂの色が変色することは
少ない。このため、尿が排出された後も、尿が排出される前と同様に、表面シート６０の
肌当接面の凹凸６１，６２が強調されることになる。これにより、尿が排出された後も、
吸収性物品１Ｂの肌当接面が乾いている印象を使用者に与えることができる。
【００３１】
　表面シート６０の凸部６１を透過して見えるセカンドシート９０Ｂの色と表面シート６
０の凹部６２を透過して見えるセカンドシート９０Ｂの色との間の色差が２．８以上ある
ことが好ましい。表面シート６０の凸部６１を透過して見えるセカンドシート９０Ｂの色
と表面シート６０の凹部６２を透過して見えるセカンドシート９０Ｂの色との間の色差が
２．８よりも小さいと、表面シート６０の凸部６１を透過してのセカンドシート９０Ｂの
色と表面シート６０の凹部６２を透過してのセカンドシート９０Ｂの色の区別が肉眼を通
してではつかない場合がある。また、２．８よりも小さいと、表面シート６０の凸部６１
を透過してのセカンドシート９０Ｂの見え方と表面シート６０の凹部６２を透過してのセ
カンドシート９０Ｂの見え方との差異が小さく、表面シート６０の凸部６１および凹部６
２の視認性が色の差異によってもあまり向上しない。
【００３２】
　以上の本発明の第２の実施形態の吸収性物品１Ｂでは、次のような作用効果が奏する。
（１）白色の不織布からなる液透過性の表面シート６０と、表面シート６０と対向する位
置に設けられた、液不透過性の裏面シート４０と、表面シート６０と裏面シート４０との
間に設けられた吸収体５０Ｂとを備える吸収性物品１Ｂであって、表面シート６０の非肌
当接面側に、表面シート６０を透過して視認可能であり、白色以外の色に着色されたセカ
ンドシート９０Ｂをさらに備え、表面シート６０は、厚さ方向に突出する複数の凸部６１
と、厚さ方向に窪んでいる複数の凹部６２とを有し、複数の凸部６１および複数の凹部６
２は長手方向に延び、幅方向に交互に並んでおり、凸部６１の目付けは、凹部６２の目付
けよりも高く、表面シート６０の凸部６１を透過して見えるセカンドシート９０Ｂの色と
表面シート６０の凹部６２を透過して見えるセカンドシート９０Ｂの色との間の色差が２
．８以上であるようにした。これにより、表面シート６０のうち、セカンドシート９０Ｂ
が設けられた領域の表面シート６０の肌当接面の凹凸６１，６２を的確に強調することが
できる。
（２）凸部６１の側面の領域の目付けは、凸部６１の他の領域の目付けよりも高くなるよ
うにした。これにより、凸部６１と凹部６２との間の境界付近で、表面シート６０の凸部
６１を透過して見えるセカンドシート９０Ｂの色と表面シート６０の凹部６２を透過して
見えるセカンドシート９０Ｂの色と違いが大きくなる。
【００３３】
（３）セカンドシート９０Ｂは、吸収体５０Ｂの面方向の領域の一部の領域に設けられる
ようにした。これにより、吸収性物品１Ｂの吸収ゾーンなどの領域にセカンドシート９０
Ｂを設けることによって、使用者は、吸収ゾーンなどの領域を容易に認識することができ
る。
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【００３４】
（４）セカンドシート９０Ｂが設けられている面方向の領域は、男性用のおむつと女性用
のおむつとで異なるようにした。これにより、男性用のおむつと女性用のおむつとで異な
る使い捨ておむつの吸収ゾーンを容易に認識することができる。具体的には、セカンドシ
ート９０Ｂを設ける位置は、液移行性および吸収体５０Ｂからの液戻りを抑制するため、
排尿ポイント付近であることが好ましい。男性用のおむつのセカンドシート９０Ｂを設け
る位置は、女性用のおむつのセカンドシート９０Ｂを設ける位置に比べて、約１５～３０
ｍｍ、前胴周り領域１２側である。これにより、着色されたセカンドシート９０Ｂが着用
者の排尿ポイント付近に適切に存在しており、おむつの排尿ポイント付近に凹凸があるこ
とが容易に認識できることによって、使用者は、おむつの吸収機能が高められていること
を効果的に認識することができる。
【００３５】
－第３の実施形態－
　以下、図を参照して本発明の第３の実施形態の吸収性物品を説明する。本発明の第３の
実施形態の吸収性物品も、使い捨てのおむつである。
　図５は、本発明の第３の実施形態の吸収性物品を説明するための図である。図５（ａ）
は、本発明の第３の実施形態における吸収性物品の平面図であり、図５（ｂ）は、本発明
の第３の実施形態における吸収性物品のＣ－Ｃ断面の概略図である。また、図５（ａ）で
は、吸収性物品１Ｃの長手方向がｙ軸であり、長手方向に直交する幅方向がｘ軸方向であ
り、ｘｙ方向が面方向である。第３の実施形態における吸収性物品１Ｃの構成要素のうち
、第１の実施形態における吸収性物品１Ａの構成要素と同様の構成要素には、同一の符号
を付し、第１の実施形態における吸収性物品１Ａと異なる部分を主に説明する。第３の実
施形態の吸収性物品１Ｃは、表面シート６０を吸収体５０Ｂに接着するための接着剤が、
白色以外の色、たとえば、青色、緑色などの有彩色、灰色などに着色されている。
【００３６】
　吸収性物品１Ｃは、シャーシ２０と、フラップ部３０と、裏面シート４０と、裏面シー
ト４０の上に設けられた吸収体５０Ｃと、吸収体５０Ｃの上に設けられた表面シート６０
とを備える。
【００３７】
　吸収部材５１の表面シート６０側の面を覆う上被覆シート５２Ｃは、第１の実施形態の
吸収性物品１Ａの上被覆シート５２Ａと異なり、着色されていない。
【００３８】
　表面シート６０は、ホットメルト型接着剤などの接着剤１００Ｃを使用して吸収体５０
Ｃに接着されている。接着剤１００Ｃは、表面シート６０の凹部６２に対向する非肌当接
面の位置、または吸収体５０Ｃの表面シート６０側の面の表面シート６０の凹部６２に対
向する位置に塗布される。すなわち、接着剤１００Ｃは、長手方向に延びる表面シート６
０の凹部６２に合わせて、長手方向に延びる帯状に塗布される。接着剤１００Ｃが設けら
れている領域の、吸収性物品１Ｃの幅方向の間隔は、凹部６２の幅方向の長さよりも小さ
いことが好ましい。たとえば、凹部６２の幅方向の長さが１ｍｍである場合、接着剤１０
０Ｃは、０．８ｍｍの幅方向の間隔で、表面シート６０の非肌非着面または吸収体５０Ｃ
の表面シート６０側の面に長手方向に塗布される。ここで、凹部６２の幅は、凸部６１の
頂点と凹部の最底部との間の中間の位置における凹部の幅である。これにより、表面シー
ト６０の非当接面の凸部６１に対向する領域は着色されず、表面シート６０の非肌当接面
の凹部６２に対向する領域は着色されているので、表面シート６０の凸部６１と凹部６２
との間の色の見え方の差異が大きくなる。
【００３９】
　この場合、表面シート６０の凸部６１を透過して見える上被覆シート５２Ｃの色と表面
シート６０の凹部６２を透過して見える接着剤１００Ｃの色との間の色差が２．８以上で
あることが好ましい。面シート６０の凸部６１を透過して見える上被覆シート５２Ｃの色
と表面シート６０の凹部６２を透過して見える着色剤１００Ｃの色との間の色差が２．８
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よりも小さいと、肉眼による視覚観察によって面シート６０の凸部６１を透過して見える
上被覆シート５２Ｃの色と表面シート６０の凹部６２を透過して見える着色剤１００Ｃの
色面シート６０の色との間の区別がつかない場合がある。また、凸部６１を透過して見え
る上被覆シート５２Ｃの色と表面シート６０の凹部６２を透過して見える着色剤１００Ｃ
の色との間の色差が２．８よりも小さいと、表面シート６０の凸部６１を透過しての上被
覆シート５２Ｃの見え方と表面シート６０の凹部６２を透過しての接着剤１００Ｃの見え
方との差異が小さく、表面シート６０の凸部６１および凹部６２の視認性が色の差異によ
ってもあまり向上しない。
【００４０】
　また、接着剤１００Ｃの塗布されている領域が表面シート６０の凹部６２に対応する領
域から幅方向に少しずれたとしても、表面シート６０の非肌当接面の凸部６１に対向する
領域で着色されていない部分および表面シート６０の非肌当接面の凹部６２に対向する領
域で着色されている部分が必ず生じるので、表面シート６０の凸部６１と凹部６２との間
の色の見え方の差異は必ず大きくなる。この場合、表面シート６０の凸部６１を透過して
見える接着剤１００Ｃの色と表面シート６０の凹部６２を透過して見える接着剤１００Ｃ
の色との間の色差が２．８以上であることが好ましい。これにより、吸収性物品１Ｃの表
面シート６０の肌当接側の凹凸６１，６２を的確に強調することができる。
【００４１】
　以上の本発明の第３の実施形態の吸収性物品１Ｃでは、次のような作用効果が奏する。
　白色の不織布からなる液透過性の表面シート６０と、表面シート６０と対向する位置に
設けられた、液不透過性の裏面シート４０と、表面シート６０と裏面シート４０との間に
設けられた吸収体５０Ｃとを備える吸収性物品１Ｃであって、表面シート６０と吸収体５
０Ｃとの間に、表面シート６０を透過して視認可能であり、白色以外の色に着色された接
着剤１００Ｃをさらに備え、表面シート６０は、厚さ方向に突出する複数の凸部６１と、
厚さ方向に窪んでいる複数の凹部６２とを有し、複数の凸部６１および複数の凹部６２は
長手方向に延び、幅方向に交互に並んでおり、凸部６１の目付けは、凹部６２の目付けよ
りも高く、表面シート６０の凸部６１を透過して見える接着剤１００Ｃの色と表面シート
６０の凹部６２を透過して見える接着剤１００Ｃの色との間の色差が２．８以上であるよ
うにし、接着剤１００Ｃは、表面シート６０の非肌当接面の表面シート６０の凹部６２に
対向する位置のみに設けられ、接着剤１００Ｃが設けられているそれぞれ領域の、吸収性
物品１Ｃの幅方向の間隔が、凹部６２の幅方向の長さ、すなわち幅よりも小さくなるよう
にした。これにより、表面シート６０の肌当接面の凹凸６１，６２を的確に強調すること
ができる。また、表面シート６０の非肌当接面の凸部６１に対向する領域はあまり着色さ
れず、表面シート６０の非肌当接面の凹部６２に対向する領域は着色されているので、表
面シート６０の凸部６１と凹部６２との間の色の見え方の差異が大きくなり、肌当接面の
凹凸６１，６２をさらに強調することができる。
【実施例】
【００４２】
　実施例において、表面シートの凸部を透過して見える着色部の色と表面シートの凹部を
透過して見える着色部の色との間の色差を測定した。
【００４３】
（試料）
　実施例１は、被覆シートを緑色に着色した使い捨ておむつであり、実施例２はセカンド
シートを青色に着色した使い捨ておむつである。これらの両実施例は、表面シートの凹凸
が比較例と比べて際立って見えることが確認された試料である。比較例として着色部を有
さない吸収性物品（比較例１：ムーニー　Ｌサイズ（ユニ・チャーム製品）についても色
差を測定した。
【００４４】
　実施例１の表面シートの目付けは、約３０ｇ／ｍ2であり、実施例２の表面シートの目
付けは、約２５ｇ／ｍ2であり、比較例１の表面シートの目付けは、約３０ｇ／ｍ2であっ
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た。
【００４５】
　実施例１の表面シートの凸部の厚みは１．３～１．５ｍｍ、凹部の厚みは０．４～０．
６ｍｍであり、実施例２の表面シートの凸部の厚みは０．７～０．９ｍｍ、凹部の厚みは
０．３～０．５ｍｍであり、比較例１の表面シートの凸部の厚みは１．３～１．５ｍｍ、
凹部の厚みは０．４～０．６ｍｍであった。
【００４６】
　凸部の厚みおよび凹部の厚みは以下のようにして測定した。ここで、凸部の厚みとは凸
部の頂部における厚みであり、凹部の厚みとは凹部の最も深い部分の厚みである。
（１）カッターナイフ（コクヨ製、ＨＡ－１００Ｂ、ＨＡ－ＮＢ用の標準替え刃）を使用
して、厚さ測定用の繊維不織布片を幅方向（ＣＤ）に平行に裁断し、その繊維不織布片に
幅方向（ＣＤ）に平行する観測用切断面を作る。その後に、その繊維不織布片の表面を水
平面Ｈの上に載せ、キーエンスデジタルマイクロスコープＶＨＸ－１００を用いて観測用
断面の２５倍の写真を得る。
（２）断面写真を画像処理ソフトであるスカラ（株）製画像解析ソフトＵＳＢデジタルで
処理して、画像を二値化する。そのときに、閾値＝５０に設定する。二値化した画像につ
いて二値画像形状解析の演算方法「穴埋め」を選択し、次に対象色「白」を選択して処理
する。さらに二値画像形状解析の演算方法「穴埋め」を選択し、次に対象色「黒」を選択
して処理する。処理の終わった画像では、ステープル繊維の集団である白島部からその外
へ飛び出して毛羽状を呈しているステープル繊維を消して、毛羽立ちのないＣＤ断面の修
正写真を得る。
（３）修正写真において、凸条部の頂点からサンプルを設置している水平面Ｈに対しての
距離を凸部の厚さとする。
（４）水平面Ｈに直交して、凹条部の底部の点から、サンプルを設置している水平面に対
しての距離を凹部の厚さとする。
【００４７】
（色差の測定方法）
（１）比較例１，２および比較例１～３の表面シートを下記の条件で撮影した。
　　撮影に使用したカメラ：Canon IXY DIGITAL 5.0 MEGA PIXEL
　　撮影環境：株式会社エル・ピー・エル社製　クールライトＣＬ－５７０ＰＸを用いて
サンプルを照らして撮影をおこなった（ランプ：PHOTOLUX57（57W×1灯）、色温度約５０
００Ｋ）。
　　撮影距離：２０ｃｍ
【００４８】
（２）画像編集ソフト「Microsoft（登録商標）ペイント ver.5.1」を使用して、試料を
撮影した画像データを解析した。
【００４９】
（３）以下の手順により、表面シートの画像の中の凸部の幅方向の中心および凹部の幅方
向の中心を指定し、指定した地点のＲＧＢ値を表示させて、ＲＧＢ値を測定した。
　ツールバーのメニューから「色の選択」を選択した後、ＲＧＢ値を表示させる地点を指
定し、メニューから「色の編集」を選択し、「色の作成」を選択すると、ＲＧＢ値が表示
された。
　１０箇所の凸部および凹部についてそれぞれＲＧＢ値を測定し、１０個のＲＧＢ値の平
均値を使用して色差を算出した。
【００５０】
（４）表面シートの凸部のＲＧＢ値の平均値と凹部のＲＧＢ値の平均値とをＸＹＺ値に変
換し、さらにＬａｂ値に変換して色差を算出した。
　下記の式を使用して、表面シートの凸部のＲＧＢ値と凹部のＲＧＢ値とをＸＹＺ値にそ
れぞれ変換した。
　　Ｘ＝0.6069Ｒ＋0.1735Ｇ＋0.2003Ｂ
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　　Ｙ＝0.2989Ｒ＋0.5866Ｇ＋0.1144Ｂ
　　Ｚ＝0.0661Ｇ＋1.1157Ｂ
　下記の色を使用して、表面シートの凸部のＸＹＺ値と凹部のＸＹＺ値とをＬａｂ値にそ
れぞれ変換した。
　　Ｌ＝116（Ｙ／Ｙｎ）1/3－１６
　　ａ＝500｛（Ｘ／Ｘｎ）1/3－（Ｙ／Ｙｎ）1/3｝
　　ｂ＝200｛（Ｙ／Ｙｎ）1/3－（Ｚ／Ｚｎ）1/3｝
ただし、
　　（Ｙ／Ｙｎ）＞0.008856
　　（Ｘ／Ｘｎ）＞0.008856
　　（Ｚ／Ｚｎ）＞0.008856
　また、（Ｘ／Ｘｎ）、（Ｙ／Ｙｎ）および（Ｚ／Ｚｎ）のうち、0.008856以下のものが
ある場合は、Ｌ、ａ、ｂを求める式で（Ｘ／Ｘｎ）、（Ｙ／Ｙｎ）および（Ｚ／Ｚｎ）を
以下のように置き換える。
　　（Ｘ／Ｘｎ）1/3→7.787（Ｘ／Ｘｎ）＋１６／１１６
　　（Ｙ／Ｙｎ）1/3→7.787（Ｙ／Ｙｎ）＋１６／１１６
　　（Ｚ／Ｚｎ）1/3→7.787（Ｚ／Ｚｎ）＋１６／１１６
　ここで、
　　Ｘｎ＝98.074
　　Ｙｎ＝100.000
　　Ｚｎ＝118.232
　下記の式を使用して、表面シートの凸部のＬａｂ値と凹部のＬａｂ値との間の色差ΔＥ

ab
*を算出した。

　　ΔＥab
*＝｛（ΔＬ）2＋（Δａ）2＋（Δｂ）2｝1/2

　ここで、ΔＬは、表面シートの凸部のＬ値と表面シートの凹部のＬ値との間の差分であ
り、Δａは、表面シートの凸部のａ値と表面シートの凹部のａ値との間の差分であり、Δ
ｂは、表面シートの凸部のｂ値と表面シートの凹部のｂ値との間の差分である。
【００５１】
（測定結果）
（１）実施例１の凸部のＲＧＢ値の平均値は、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１３６、１５１、１２
９）であり、凹部のＲＧＢ値の平均の値は、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１３５、１５８、１３０
）であった。
　実施例１の表面シートの凸部の色と凹部の色との間の色差ΔＥは、１０．８であった。
また、肉眼による視覚観察により、実施例１の表面シートの凸部の色と凹部の色との間の
色の違いをはっきりと認識でき、凹凸の凸部がより強調されて視認された。
（２）実施例２の凸部のＲＧＢ値の平均値は、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１４６、１５２、１４
５）であり、凹部のＲＧＢ値の平均の値は、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１４２、１５３、１５１
）であった。
　実施例２の表面シートの凸部の色と凹部の色との間の色差ΔＥは、２．８５であった。
また、肉眼による視覚観察により、実施例２の表面シートの凸部の色と凹部の色との間の
色の違いを認識でき、凹凸の凸部が存在することを視認できた。
（３）比較例１の凸部のＲＧＢ値の平均値は、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝１５０、１５２、１３５
であり、凹部のＲＧＢ値の平均の値は、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝１５６、１５７、１４３であっ
た。
　比較例１の表面シートの凸部の色と凹部の色との間の色差ΔＥは、２．２であった。肉
眼による視覚観察により、実施例１、２と比べて表面シートに凹凸が存在することをはっ
きりとは確認できなかった
【００５２】
　以上の本発明の第１の実施形態の吸収性物品１Ａ、第２の実施形態の吸収性物品１Ｂお
よび第３の実施形態の吸収性物品１Ｃを次のように変形することができる。
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（１）吸収物品１Ａ～１Ｃに設けられる着色部は、表面シート６０の非肌当接面側に、表
面シート６０を透過して視認可能であり、白色以外の色に着色されたものであれば、着色
されるものは、上被覆シート５２Ａ、セカンドシート９０Ｂおよび接着剤１００Ｃに限定
されない。
【００５３】
（２）表面シートに形成されている複数の凸部および複数の凹部は、長手方向に延び、幅
方向に交互に並んでいる複数の凸部６１および凹部６２に限定されない。たとえば、表面
シートの肌当接面をエンボス加工することによって形成された、面方向の形状が円形であ
る凹部とその凹部を形成することにより生ずる凸部でもよい。
【００５４】
（３）第１の実施形態の吸収性物品１Ａでは、吸収体５０Ａの表面シート６０側の面を覆
う上被覆シート５２Ａを着色したが、吸収体５０のその他の面を覆う下被覆シート５３も
さらに着色してもよい。
【００５５】
（４）上被覆シートおよびセカンドシート９０Ｂの着色において、上被覆シートまたはセ
カンドシートの表面シート側の面に、白色以外の色、たとえば、青色、緑色などの有彩色
、灰色などの色に着色された所定の形状もしくは模様を印刷することによって着色しても
よい。たとえば、図６に示す吸収性物品１Ｄのように、吸収体５０Ｄの上被覆シート５２
Ｄの表面シート６０側の面に、白色以外の色を有する楕円形状１１０Ｄを印刷手段により
形成するようにしてもよい。ここで、図６（ａ）は吸収性物品の平面図であり、図６（ｂ
）は図６（ａ）のＤ－Ｄ断面図である。これにより、所定の領域のみ、たとえば、吸収ゾ
ーンのみに印刷を施すことにより、使用者は、吸収ゾーンなどの領域を容易に認識するこ
とができる。また、吸収ゾーンなどの所定の領域の表面シート６０の肌当接面の凹凸６１
，６２が強調されるので、吸収ゾーンなどの所定の領域の吸収力が強い印象を使用者に与
えることができる。
【００５６】
（５）吸収性物品の胴周り域１２，１６の幅方向の中央の領域に表面シート６０の凸部６
１および凹部６２の延びる方向と同じ方向に延びる縞模様を表示するようにしてもよい。
たとえば、図７（ａ）に示す吸収性物品１Ｅのように、吸収性物品の後胴周り域１６の幅
方向の中央の領域に表面シート６０の凸部６１および凹部６２の延びる方向と同じ方向に
延びる縞模様１３０を形成するようにしてもよい。これにより、使用者が使い捨ておむつ
を着用者にはかせるために使い捨ておむつを広げたとき、使用者は、表面シート６０の肌
当接面の凹凸を見る前に、表面シート６０の肌当接面に凹凸があることを認識することが
できる。縞模様の色は、表面シートを透過して見える色と同系色が好ましい。たとえば、
表面シートを透過して見える色が青色である場合、縞模様の色は青色であることが好まし
い。
【００５７】
　図７に示す吸収性物品１Ｅの前胴周り領域１２の非肌当接面側には、ファスニング要素
１５０が設けられており、吸収性物品１Ｅの後胴周り領域１６の幅方向の両側には、止着
テープ１６０が設けられている。ファスニング要素１５０の表面にはループ材が設けられ
ており、止着テープ１６０の先端側にはフック材１６２が設けられており、ファスニング
要素１５０のループ材と止着テープ１６０のフック材１６２とで面ファスナーを構成する
。
【００５８】
　図７（ｂ）に示すように、表面シート６０の胴周り領域１２，１４のうちの幅方向の中
央の領域の非肌当接面に、白色以外の色に着色された弾性部材１７０を設けることによっ
て縞模様１３０を表示することができる。弾性部材１７０には、シート状の伸縮性不織布
、ウレタンシート、糸状弾性体を並べて弾性を持たせたものなどが使用される。弾性部材
１７０によって、表面シート６０が幅方向に縮められることにより、目付けと厚みが小さ
い凹部６２が優先的に縮められ、凸部６１は、より立体的に盛り上がる状態となる。この
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ため、着色された上被覆シート５２Ａおよび着色されたセカンドシート９０Ｂを用いて表
面シート６０の凹凸６１，６２を強調した場合に比べて、表面シート６０の凹凸６１，６
２がより強調されて見えることになる。また、おむつを使用するために、おむつを装着す
るために止着テープ１６０を伸ばしておむつを広げた場合に、縮んでいた凹部６２が伸び
るが、表面シート６０が伸びても、表面シート６０の凸部６１と凹部６２とでは、着色さ
れた弾性部材１７０の色の見え方が異なるため、凹凸を有する表面シート６０が配置され
ていることを使用者に印象づけることができる。
【００５９】
（６）本発明の吸収性物品は、使い捨ておむつ以外にも、たとえば、生理用ナプキン、失
禁者用パッド、パンティーライナーなどの吸収性物品等にも適用することができる。
【００６０】
　実施形態と変形例の一つ、もしくは複数を組み合わせることも可能である。実施例同士
および変形例同士をどのように組み合わせることも可能である。
【００６１】
　以上の説明はあくまで一例であり、発明は、上記の実施形態および変形例に何ら限定さ
れるものではない。
【符号の説明】
【００６２】
　１Ａ～１Ｅ　　吸収性物品
　２０　　シャーシ
　２２　　切り欠き部
　３０　　フラップ部
　３２　　切り欠き部
　４０　　裏面シート
　５０Ａ～５０Ｄ　　吸収体
　５１　　吸収部材
　５２Ａ～５２Ｄ，５３　　被覆シート
　６０　　表面シート
　６１　　凸部
　６２　　凹部
　７０，８０　　伸縮材
　９０Ｂ　　セカンドシート
　１００Ｃ　　接着剤
　１３０　　縞模様
　１７０　　弾性部材
　２１０　　ウエブ
　２１１　　凸部
　２１２　　凹部
　２２０　　サンクションドラム
　２３０　　吹き出し部
　２３１　　流体流
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